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四
三
九
年
に
北
涼
を
滅
ぼ
し
、
華
北
を
統
一
し
た
北
貌
の
軍
事
力
の
捻
い
手

で
あ
っ
た
鮮
卑
族
(
以
下
、
胡
族
と
呼
ぶ
)
は
、
周
知
の
如
く
五
世
紀
末
に
孝

文
帯
が
漢
化
政
策
を
敢
行
し
た
の
を
境
に
、
漢
文
化
を
本
格
的
に
受
容
し
始

め
、
唐
代
に
は
元
行
沖

・
元
穏
な
ど
漢
文
化
の
精
華
を
吸
収
し
、
更
に
自
身
の

作
ロ
聞
を
漢
文
化
の
中
に
刻
印
す
る
文
人
す
ら
産
み
出
す
に
至
っ
た
。

胡
族
の
漢
文
化
受
容
は
、
北
貌
孝
文
一
帝
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
一
直
線
に

進
ん
だ
の
で
は
な
く
、
洛
陽
遜
都
後
、
北
方
の
六
鋲
に
留
ま
り
模
化
に
取
り
残

さ
れ
た
胡
族
が
北
貌
末
年
の
動
飢
の
中
か
ら
掘
起
し
樹
立
し
た
東
貌

・
北
開
門
で

は
文
化
上
、
孝
文
一
一
帝
に
よ
り
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
鮮
卑
語
を
復
活
さ
せ
る
な

ど
、
鮮
卑
化
と
も
言
う
べ
き
様
相
を
呈
し
、
唐
代
に
み
ら
れ
る
胡
族
の
完
全
と

も
言
え
る
漢
文
化
受
容
、
つ
ま
り
泌
化
に
至
る
ま
で
粁
徐
曲
折
を
経
た
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
胡
族
の
漢
化
に
つ
い
て
は
研
究
が
孝
文
一
帝
時
代
に
集
中
し
、
そ

れ
以
降
の
淡
化
に
つ
い
て
は
論
及
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
孝
文
一
帝
の

漢
化
政
策
に
研
究
の
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
現
寅
に
漢
文
化
の
受

容
が
遂
行
し
た
と
推
定
さ
れ
る
、
日
常
生
活
の
次
元
に
娘
を
向
け
て
、
漢
文
化

受
容
の
過
程
、
そ
の
結
果
成
立
し
た
文
化
数
育
上
の
構
造
が
今
の
と
こ
ろ
明
ら

か
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
は
時
代
を
北
朝
か
ら
惰
唐
時
代
に
設
定

し
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
向
、
胡
族
と
漢
族
の
遁
婚
関
係
の

進
展
を
先
ず
手
が
か
り
に
、
考
察
を
準
め
た
い
。

唐
儀
鳳
三
年
度
支
奏
抄

・
四
年
金
部
旨
符
補
考

大

津

透

報
告
者
は
す
で
に

「唐
律
令
闘
家
の
抽
出
算
に
つ
い
て
」

(
『
史
摩
雑
誌
』
九

五
l
一
一一〉
、
「
大
谷
探
険
除
ア
ン
ペ
ラ
文
書
群
の
復
原
」

(
『
東
洋
史
苑
』

一一

八
、
榎
本
淳

一
氏
と
共
同
執
筆
〉
に
お
い
て
、
大
谷
文
書
中
の
ア
ン
ペ
ラ
痕
を

も
っ
文
書
群
と
、
中
園
側
後
掘
の
ア
ス
タ
ー
ナ
川
貌
墓
出
土
の
文
書
を
接
績

・

復
原
し
、
表
記
の
内
容
の

一
連
の
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
文
書
の
性
格
と

内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
解
設
を
附
し
た
。
そ
の
後
武
漢
大
祭
の
陳
園
燦
氏
よ
り

ア
ス
タ
ー
ナ
山
競
墓
出
土
の
二
貼
の
文
書
が
こ
の
文
書
と
一
連
で
あ
る
こ
と
を

示
さ
れ
た
。

本
報
告
で
は
、
新
た
に
復
原
さ
れ
る
部
分
の
回
押
文
な
ら
び
に
そ
の
内
容
を
簡

単
に
解
説
し、

あ
わ
せ
て
そ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
唐
律
令
園
家
財

政
の
特
色
の

一
端
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
本
文
書
全
鐙
を
見
渡
す
と
、

軍
事
関
係
の
財
政
指
示
が
多
く
、
こ
の
こ
と
は
園
家
財
政
全
世
の
傾
向
を
あ
る

程
度
反
映
し
て
い
る
。
一
つ
は
牧
監
に
関
す
る
も
の
で
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
牧
監
関
係
の
料
物
の
流
れ
が
わ
か
り
、
財
政
的
に
秦
州
が
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
る
。
も
う

一
つ
、
軍
物
の
西
域
の
軍
事
前
線
へ
の
迭
納
に
関
す
る

規
定
も
多
く
、
透
軍
で
の
和
維
の
財
源
と
し
て
、
諸
州
の
庸
調
が
秦
州
や
涼
州

へ
迭
納
さ
れ
て
い
る
。
唐
の
大
帝
一
園
の
軍
事
行
動
が
い
か
に
支
え
ら
れ
て
い
た
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か
が
わ
か
り
、
ま
た
七
世
紀
後
半
の
儀
鳳
年
関
に
お
い
て
は
西
方
の
防
衛
に
か

な
り
比
重
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
毎
年
の
度
支
奏
妙
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

中
園
合
作
運
動
の
創
始
と
初
期
活
動

菊

池

隆

599 

合
作
祉
は
中
園
近
現
代
の
政
治
、
経
済
、
社
舎
、
教
育
諸
側
面
に
お
い
て
極

め
て
重
要
な
役
割
を
揺
っ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
僅
か
な
研
究
も
一
九

三
O
年
、
四

0
年
代
に
集
中
し
、
五
・
四
運
動
前
後
か
ら
二

0
年
代
は
ほ
と
ん

ど
未
開
拓
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
本
渡
表
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
現
紋
の
打

開
の
た
め
に
、
中
園
で
は
い
つ
か
ら
合
作
祉
が
始
ま
っ
た
の
か
、
五
・
四
運
動

と
の
関
連
は
ど
う
か
、
い
か
な
る
推
移
を
辿
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
、
一
九
一

八
、
一
九
年
か
ら
二
四
年
ま
で
に
焦
貼
を
絞
り
論
じ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

歓
年
開
は
、
五
・
四
運
動
に
も
啓
褒
さ
れ
、
各
種
杜
舎
主
義
思
想
の
一
つ
と
し

て
、
海
外
思
想
た
る
協
同
組
合
思
想
が
「
救
園
L

の
祉
舎
改
造
思
想
と
し
て
目

的
意
識
を
も
っ
て
上
海
、
北
京
の
知
識
人
、
皐
生
に
受
容
さ
れ
、
宣
惇
さ
れ
、
か

っ
貧
際
に
信
用
、
消
費
、
生
産
の
各
種
合
作
祉
が
組
織
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

彼
ら
は
協
同
組
合
理
論
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
以

上
に
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
等
々
の
各
園
協
同
組
合
の
現
獄
、
歴

史
、
お
よ
び
園
際
協
同
組
合
同
盟
の
主
張
に
も
遁
じ
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と

を
皐
ぽ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
協
同
組
合
思
想
を
「
危
険
思
想
」
と
み
な
す
軍

閥
の
四
即
座
や
江
漸
戟
争
も
あ
り
、
二
四
年
に
は
組
織
さ
れ
た
合
作
祉
の
ほ
と
ん

ど
が
姿
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
初
期
合
作
祉
の

貨
吠
、
お
よ
び
歴
史
的
意
義
と
限
界
を
寅
謹
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。

秦
漢
時
代
の
金
・
布
吊
・
銅
銭

山

勝

芳

回

前
漢
後
期
に
貨
幣
経
済
の
衰
退
が
始
ま
る
の
か
否
か
は
秦
漢
時
代
金
鍾
の
理

解
に
も
関
わ
る
重
要
問
題
で
あ
り
、
本
渡
表
は
こ
れ
を
中
心
問
題
と
す
る
。

秦
は
先
進
貨
幣
経
済
の
影
響
下
に
い
わ
ば
受
け
身
の
形
で
貨
幣
経
済
に
入
っ

た
が
、
や
が
て
園
力
強
化
を
背
景
と
し
て
雨
録
制
に
基
く
牢
爾
銭
を
夜
行
し
、

同
時
に
金
と
布
を
も
貨
幣
と
し
た
。
し
か
し
濁
自
の
規
定
の
布
制
は
金
銭
の
増

加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
銅
銭
夜
行
以
後
、
盗
鋳
を
禁
止
し
、

か
つ
外
園
の
貨
幣
流
通
に
よ
る
経
済
の
混
飢
を
防
ぐ
ベ
く
「
泡
銭
」
と
い
う
禁

止
規
定
を
設
け
た
。

漢
初
の
方
孔
園
銭
た
る
牢
爾
銭
へ
の
急
激
な
縛
換
と
文
一
帝
代
の
四
録
中
十
雨
銭

を
経
て
、
武
帯
代
で
は
、
宇
雨
銭
を
駿
し
て
五
銭
銭
へ
の
急
激
な
切
り
換
え
を

行
う
た
め
に
郡
園
に
そ
れ
を
裂
行
さ
せ
、
そ
の
後
、
温
存
し
て
お
い
た
中
央
の

銭
銅
を
以
っ
て
名
目
五
銭
の
赤
側
五
録
を
鋳
造
し
て
莫
大
な
牧
入
を
得
た
が
、

，
次
い
で
そ
れ
を
駿
し
、
三
官
五
鉢
の
み
と
し
た
。
五
銑
銭
の
鍛
造
総
額
二
八

O

億
の
う
ち
、
か
な
り
の
量
が
こ
の
武
一
帝
代
に
鋳
造
さ
れ
て
お
り
、
前
漠
後
期
の

銭
鋳
造
額
は
原
料
の
制
約
も
あ
っ
て
少
な
か
っ
た
。

一
方
漢
初
豊
富
で
あ
っ
た
金
は
武
一
一
帝
代
以
降
圏
外
に
流
出
す
る
量
が
多
く
、

銅
銭
不
足
と
相
倹
っ
て
前
漢
後
期
に
は
貨
響
経
済
の
衰
退
が
始
ま
る
。
ま
た
布
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